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Foreign evacuee and disaster multicultural coexistence





















　東日本大震当時，仙台市内には外国人登録者が約１万人（2011 年３月１日現在 10,271 人，仙台市の人口の約１％）
が住んでいた。在留資格別割合は，留学生が 22.6％，永住者が 19.6％等，特別永住者 14.4％など，国別割合は中



































































写真 02　ボランティア （外国人） による情報伝達 ［２］ より 写真 03　ＡＬＴによる情報伝達 ［２］ より
写真 04　日本語と英語で書かれた掲示板 ［２］ より 写真 05　体育館入り口に張られた名簿 ［２］ より 
 （中国語， 英語などが見られる）
（４） 避難所閉鎖




























































































































　2014 年 11 月１日に合同避難訓練「国見地区・三条中学校合同指定避難所立ち上げ・避難訓練」が，三条中学校
の体育館や武道館などで実施された。今回の合同避難訓練は，“地域版”に沿い，国見地区連合町内会や東北大学
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